
物語は1961年に始まった。メルセデスベン
ツの管理者層のなかで、ロータリーピスト
ンエンジンの新しいエンジンコンセプトが
重要視されるようになっていた。フェリッ
クス・ヴァンケルのアイデアに基づいた新
しいエンジンコンセプトの長所と短所につ
いて当時多くの議論が交わされた。最終的
に、メルセデスベンツはフェリックス・ヴ
ァンケルと彼のエンジンの使用を許可する
ライセンス契約を締結する事を決定した。
回転燃焼エンジンの研究開発と並行して、
将来どのメルセデスモデルにヴァンケルエ
ンジンを搭載するかが社内で決められた。
メルセデスの技術者は多くの技術的ハード
ルをクリアし、強力に開発を推し進めた
が、燃費の悪さやエキゾーストが弱いとい
う大きな問題に対処できなかった。

1968年の終わりに、新しいエンジンを小型
スポーツカーで初めてテストすることが決
定した。プロジェクト名は略称でC101とさ
れた。車はそれぞれが600 c cの排気量
で、280hpの総出力を持つ、3ディスクエン
ジンで駆動した。最初の試乗のため、シュ

ヴァーベンのクルーたちが、1969年7月15日
にホッケンハイムリンクに向かった。おそ
らくその日の試乗が、まさに秘密の開発を
公にする第一歩であったことは明らかであ
る。この日ライカスタジオヴェルナーのプ
ロの写真家がそのレーストラックにやって
きてシュヴァーベンのプロトタイプの一流
の写真をなぜ撮ったかについて説明する理
由はほかに見つからないからである。
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データシー
Mercedes-Benz C101 (ドイツ , 1969)

新しい世界への第一歩

プロトタイプ
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